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平成23年度　編入学者・転入学者選抜学力検査　［問題：］　　　　　　一　　物　　　　　　理　　一1．地上から質量mの物体を、鉛直上向きに速さyで投げ上げる。重力加速度をgとして、以下の言いに答えよ。（1）空気抵抗を無視できる場合、物体を投げ上げてから、時間オ経過後の速度を求めよ。（2）この場合、投げ上げてから、最高点に達するまでに経過する時間は乃であるとする。乃を求めよ。（3）この物体に、その速度りに比例する空気抵抗力、一κ”（んは正の定数）が働く場合、地上から鉛直上向きに速さγで投げ上げた質量mの物体の、投げ上げてから、時間孟経過後の速度を求めよ。（運動方程式を速度”（のを未知関数とする、微分方程式として表すと、変数分離型になるので、両辺を不定積分し、積分定数を初期条件から決めればよい。）（4）この場合、投げ上げてから、最高点に達するまでに経過する時間を男とする。T1を玩g，烏，mを用いて表せ。（5）物体に働く空気抵抗力が弱く、鳶《響が成立する場合、島を距1＋蕩と、近似したとき、実数丁を求めよ。ただし、必要に応じて、対数関数のテイラー展開の式、♂og（1＋�C＝¢一誓＋＿を用いよ。2．質量M、半径Eの一様な円環（リング）が、動摩擦係数μノの粗い水平面上で、その中心軸（鉛直）のまわりに、角速度ωoで回転しているときから、止まるまでに経過する時聞をTとする。（1）Tをωo、円環全体に働く摩擦力のモーメントN、円環の重心のまわりの慣性モーメント1を用いて表せ。（2）∫をMとRを用いて表せ。（3）NをR，μ1，M，g（重力加速度）を用いて表せ。（4）時間丁をR，ωo，〆，gだけを用いて表せ。13．平行平板コンデンサーの二枚の長方形極板のうち、そのデカルト座標が0≦諮≦α，0≦シ≦う，z＝4（＞0）と表されるほうが、電荷Qを帯び、一方、0≦ω≦α，0≦ッ≦δ，z＝0と表されるほうが、電荷一9を帯びていて、極板間には、その断面が、0≦g≦δ，0＜z＜4で表される誘電率εのじゅうぶん長い誘電体棒が、¢軸の正の方向に向かって、0＜欝くXの部分まで挿入され、残りのX＜謬≦αの部分は真空（誘電率εo）であるとする。極板の端の効果を無視すれば、極板問の電場は至る所、等しい。（1）コンデンサーが蓄えている全静電気エネルギーσを、Qとコンデンサーの電気容量0を用いて表せ。（2）0は、誘電体部分と、真空部分、それぞれの電気容量の和であることより、これをα，b，4，X，ε，εoだけを用いて表せ。（3）以上の結果より、σを、（2，α，6，4，X，ε，εoだけを用いて表せ。（4）極板間に、誘電体棒を引き込もうとするカFを、Q，α，6，d，X，ε，εoだけを用いて表せ。2

